
　

今
日
ア
フ
リ
カ
に
居
住
す
る
中
国
人

は
八
〇
万
人
か
ら
一
〇
〇
万
人
と
言
わ

れ
、
最
大
居
住
人
口
を
も
つ
南
ア
フ
リ

カ
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、
筆
者
が
居

住
し
て
い
た
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
は
二

万
人
程
度
で
あ
っ
た
中
国
系
の
人
口
が
、

約
二
〇
年
を
経
て
約
四
〇
万
人
へ
と
二

〇
倍
増
加
し
て
い
る
。
南
ア
フ
リ
カ
各

界
で
活
躍
す
る
イ
ン
ド
系
な
ど
南
ア
ジ

ア
系
人
が
約
一
三
〇
万
人
で
、
英
系
白

人
が
約
一
五
〇
万
人
で
あ
る
こ
と
に
比
べ

て
も
中
国
系
は
小
規
模
集
団
で
は
な
く

な
っ
た
。
南
ア
で
は
中
国
系
の
国
会
議

員
や
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
市
議
な
ど
地

方
議
員
も
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
人
口
増
加
の
も
た
ら
す
存
在
感
の
増

大
に
加
え
て
、
中
国
政
府
の
開
発
援
助

と
、
中
国
企
業
や
商
人
の
進
出
が
も
た

ら
す
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
投
資
は
ア
フ
リ

カ
の
景
観
を
各
地
で
ぬ
り
か
え
て
い
る
。

　

ア
フ
リ
カ
の
大
都
市
で
は
、
中
国
政

府
の
援
助
資
金
が
政
府
官
庁
ビ
ル
や
国

会
議
事
堂
の
建
設
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
の
よ
う
な
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
建
設

事
業
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。
ま
た
中
国

人
中
小
ビ
ジ
ネ
ス
の
卸
売
小
売
り
、サ
ー

ビ
ス
業
の
進
出
が
量
的
、
面
的
に
め
ざ

ま
し
い
。
数
千
人
か
ら
数
万
人
単
位
の

自
営
業
者
が
進
出
す
る
こ
と
で
、
そ
の

受
け
皿
と
し
て
の
商
業
店
舗
へ
の
開
発

投
資
も
各
国
で
活
性
化
し
て
お
り
、
そ

こ
に
も
中
国
系
企
業
の
投
資
が
展
開
し

て
い
る
。
不
動
産
開
発
で
は
中
国
系
中

産
階
級
向
け
の
集
合
住
宅
建
設
が
進
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
見
れ
ば

中
国
系
の
ア
フ
リ
カ
進
出
は
新
た
な
都

市
景
観
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　

本
論
で
は
中
国
企
業
と
中
小
ビ
ジ
ネ

ス
の
現
地
進
出
急
増
を
受
け
て
、
そ
の

受
け
皿
を
中
国
政
府
と
中
国
企
業
が
自

ら
整
備
す
る
側
面
に
主
眼
を
お
き
報
告

す
る
。

一
．
中
国
の
経
済
進
出

　

中
国
の
対
ア
フ
リ
カ
輸
入
は
二
〇
〇
一

年
以
後
に
急
激
に
伸
び
、
特
に
〇
三
年

頃
か
ら
は
前
年
比
三
〇
％
増
以
上
の
伸

び
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
伸
び
は
二
〇
〇

〇
年
代
後
半
に
さ
ら
に
伸
び
、
〇
五
年

以
後
〇
八
年
ま
で
の
貿
易
を
み
る
と
、

中
国
の
対
ア
フ
リ
カ
輸
入
の
伸
び
は
ア

フ
リ
カ
平
均
で
二
・
六
倍
と
な
っ
た
。
な

か
で
も
と
り
わ
け
大
き
い
伸
び
を
示
し

て
国
は
ボ
ツ
ワ
ナ
、
Ｄ
Ｒ
Ｃ
コ
ン
ゴ
、
カ

メ
ル
ー
ン
、
ギ
ニ
ア
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で

あ
る
。
ボ
ツ
ワ
ナ
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と

ニ
ッ
ケ
ル
の
伸
び
が
大
き
く
、
そ
の
他
の

国
々
は
原
油
輸
出
の
伸
び
が
大
き
い
。

そ
の
他
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
南
ア
も
平
均
以

上
に
伸
び
て
い
る
。
輸
入
増
加
の
上
位

国
は
マ
ラ
ウ
イ
を
除
き
資
源
輸
出
国
で

あ
る
。
マ
ラ
ウ
イ
は
二
〇
〇
七
年
の
台

湾
断
交
後
、
経
済
関
係
が
急
伸
し
た
た

め
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
た
ば
こ
輸
出

の
伸
び
に
依
存
し
て
い
る
。

　

同
じ
く
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
の
中
国

の
対
ア
フ
リ
カ
輸
出
額
（
二
〇
〇
五
年

か
ら
〇
八
年
）
で
比
較
す
る
と
、
南
ア
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
と
い
っ
た
経
済
規
模
の
大
き
な
国

が
並
ぶ
。
輸
出
伸
び
率
で
は
エ
ジ
プ
ト

が
突
出
し
て
い
て
、
赤
道
ギ
ニ
ア
、
ア
ン

ゴ
ラ
、
リ
ベ
リ
ア
、
ザ
ン
ビ
ア
、
ル
ワ
ン

ダ
、
チ
ャ
ド
、
マ
ラ
ウ
イ
が
五
倍
以
上
の

伸
び
を
見
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
資
源
開

発
投
資
の
活
発
な
国
々
と
消
費
財
輸
出

が
伸
び
た
国
が
入
っ
て
い
る
。
貿
易
収

支
で
み
れ
ば
、
他
国
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
ア
ン
ゴ
ラ
と
の
赤
字
（
二
〇
〇

八
年
、
マ
イ
ナ
ス
一
九
四
億
ド
ル
）
が
突

出
し
て
お
り
、
で
、
そ
の
ほ
か
は
ス
ー
ダ

ン（
マ
イ
ナ
ス
四
四
・
八
億
ド
ル
）コ
ン
ゴ・

ブ
ラ
ザ
ビ
ル
（
マ
イ
ナ
ス
三
一
・
六
億
ド

ル
）
と
原
油
輸
入
国
と
の
赤
字
幅
が
大

き
い
。
こ
の
動
向
は
〇
一
年
の
貿
易
収
支

赤
字
国
が
、⑴
ス
ー
ダ
ン
、⑵
ア
ン
ゴ
ラ
、

⑶
赤
道
ギ
ニ
ア
で
あ
っ
た
こ
と
、
〇
五
年

で
は
、
⑴
ア
ン
ゴ
ラ
、
⑵
コ
ン
ゴ
・
ブ
ラ

ザ
ビ
ル
、
⑶
赤
道
ギ
ニ
ア
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
し
て
も
大
き
な
変
化
は
な
く
構
造

的
で
あ
る
。

　

中
国
に
と
っ
て
の
貿
易
黒
字
は
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
（
＋
六
〇
億
ド
ル
）、
エ
ジ
プ

ト
（
＋
五
三
・
八
億
ド
ル
）、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
（
＋
二
八
・
三
億
ド
ル
）
の
順
で
大

き
く
、
市
場
規
模
の
大
き
さ
に
比
例
し

た
黒
字
国
が
あ
り
、
こ
れ
は
〇
一
年
の
⑴

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
⑵
ベ
ナ
ン
、
⑶
ケ
ニ
ア
、

〇
五
年
の
⑴
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、⑵
ベ
ナ
ン
、

⑶
ガ
ー
ナ
と
見
る
と
、
基
本
的
に
消
費

財
輸
出
の
盛
ん
な
国
が
あ
が
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
中
小
企
業
が
中
心
で
あ
る
消
費

特
集
・
ア
フ
リ
カ
の
社
会
開
発
と
経
済
発
展
―
現
在
そ
し
て
こ
れ
か
ら

中
国
の
ア
フ
リ
カ
経
済
進
出
に
と
も
な
う

都
市
地
域
開
発

吉
田
栄
一
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財
貿
易
も
対
ア
フ
リ
カ
経
済
進
出
の
重

要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
（
中
国
商
務

部
［
二
〇
〇
九
］）。

　

ア
フ
リ
カ
で
中
国
製
消
費
財
の
流
通

量
が
爆
発
的
に
拡
大
す
る
過
程
で
は
、

地
方
中
小
企
業
が
ア
フ
リ
カ
市
場
に
参

入
し
た
こ
と
で
中
国
内
の
消
費
財
産
地

と
ア
フ
リ
カ
各
地
の
市
場
を
つ
な
ぐ
小

規
模
で
あ
る
が
無
数
の
、
総
体
と
し
て

み
れ
ば
太
い
流
通
の
ル
ー
ト
が
確
立
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
か
ら
の

バ
ン
コ
ク
、
香
港
、
ド
バ
イ
な
ど
と
ア
フ

リ
カ
を
結
ん
で
い
た
流
通
ル
ー
ト
の
他

に
、
直
接
中
国
と
ア
フ
リ
カ
各
地
を
結

ぶ
流
通
経
路
が
で
き
、
中
小
企
業
に
と
っ

て
の
流
通
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
て
い
る

（
吉
田
［
二
〇
〇
七
］）。

　

ち
な
み
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
側
の
Ｆ
Ｄ

Ｉ
受
け
入
れ
制
度
で
は
最
低
投
資
額
が

明
記
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
ウ
ガ
ン
ダ

で
は
直
接
投
資
の
最
低
単
位
は
一
〇
万

ド
ル
、
ザ
ン
ビ
ア
で
は
二
五
万
ド
ル
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
金
額
は
カ
ン
パ
ラ
の

中
国
系
ビ
ジ
ネ
ス
地
区
で
の
店
舗
開
設

費
用
を
想
定
す
る
と
あ
ま
り
あ
る
額
で

あ
る
。
都
心
商
業
地
区
で
景
観
を
塗
り

替
え
て
い
る
ア
ク
タ
ー
は
こ
の
よ
う
な
、

最
低
投
資
額
に
も
満
た
な
い
小
規
模
ビ

ジ
ネ
ス
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
ア
フ

リ
カ
各
国
に
み
ら
れ
る
中
国
系
ビ
ジ
ネ

ス
の
直
接
投
資
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
中
心

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
実
際
、
対

南
ア
直
接
投
資
で
は
、
金
融
部
門
、
サ
ー

ビ
ス
業
部
門
に
つ
い
で
、
卸
売
小
売
部

門
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。
恐
ら
く
最

低
投
資
額
に
満
た
な
い
数
千
ド
ル
か
ら

数
万
ド
ル
規
模
の
経
営
資
金
を
持
ち
込

む
中
小
ビ
ジ
ネ
ス
が
数
千
人
単
位
で
ア

フ
リ
カ
各
国
に
流
入
し
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
ろ
う
。

二
．
ア
フ
リ
カ
地
域
開
発
に
対
す

る
中
国
式
ア
プ
ロ
ー
チ

⑴
中
国
式
都
市
商
業
開
発
「
商
城
」

　

中
国
の
対
ア
フ
リ
カ
消
費
財
輸
出
拡

大
と
往
来
、
商
人
増
加
の
受
け
皿
と
し

て
、
ア
フ
リ
カ
各
国
で
は
中
国
商
人
の

卸
小
売
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
「
商
城
」
開

発
が
進
ん
で
い
る
。
商
城
は
基
本
的
に

は
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で
、
卸
売
、
小
売
り
双

方
の
店
舗
を
擁
し
、
特
化
し
た
専
門
店

や
幅
広
い
品
揃
え
の
ス
ー
パ
ー
も
あ
る
。

商
城
に
よ
っ
て
は
フ
ー
ド
コ
ー
ト
も
あ

り
、
さ
な
が
ら
中
国
式
の
モ
ー
ル
の
よ
う

で
あ
る
。

　

ア
フ
リ
カ
各
地
で
「
商
城
」
開
発
が

進
む
理
由
を
丁
［
二
〇
〇
七
］
は
、「
中

国
人
の
多
く
は
ア
フ
リ
カ
各
地
の
市
場

の
中
で
営
業
し
て
い
る
。
数
多
く
の
商

人
た
ち
の
需
要
を
集
め
る
手
段
と
し
て

市
場
は
何
よ
り
も
重
要
な
活
動
の
舞
台

と
な
っ
て
い
る
。（
中
略
）
…
重
要
な
流

通
拠
点
に
お
け
る
市
場
の
開
設
は
中
国

国
内
で
の
安
定
的
な
販
売
ル
ー
ト
を
維

持
す
る
た
め
の
重
要
な
手
段
と
な
っ
て
お

り
、
同
様
の
手
法
は
こ
こ
ア
フ
リ
カ
で
の

市
場
開
拓
の
際
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
」

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
商
城
は
中
国
商
人

に
と
っ
て
ア
フ
リ
カ
進
出
に
関
わ
る
様
々

な
機
会
費
用
を
削
減
で
き
る
場
所
で
あ

り
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
商
城
は
南
ア
フ
リ
カ
・
ヨ
ハ
ネ

ス
ブ
ル
ク
都
市
圏
で
六
箇
所
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。
最
大
の
非
洲
商
貿
城
（
七

万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
他
に
、
香
港
城
、

百
家
商
城
、
中
国
城
、
東
方
商
城
な
ど

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
は
中
国
人
、

イ
ン
ド
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
南
ア
人
と
様
々

で
あ
る
。
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
等
に
も
中
国

商
城
が
開
発
さ
れ
、
南
ア
に
お
い
て
は

都
市
商
業
機
能
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

南
ア
以
外
で
も
ナ
ミ
ビ
ア
・
ウ
ィ
ン
ド

フ
ッ
ク
中
国
城
や
ガ
ー
ナ
・
ア
ク
ラ
中

国
友
好
商
品
城
、
ラ
ゴ
ス
中
華
門
商
業

セ
ン
タ
ー
、
コ
ナ
ク
リ
温
州
商
貿
城
な

ど
が
既
設
で
あ
る
。

　
「
商
城
」
開
発
は
、
不
動
産
開
発
と
一

体
化
し
た
中
小
ビ
ジ
ネ
ス
投
資
の
基
盤

整
備
で
あ
る
が
、
商
城
以
外
で
大
多
数

の
中
国
系
中
小
ビ
ジ
ネ
ス
を
受
け
入
れ

る
の
は
一
般
の
不
動
産
店
舗
で
あ
り
事
業

所
用
途
不
動
産
で
あ
る
。
在
来
の
店
舗

不
動
産
が
、
中
国
系
の
集
中
的
進
出
に

よ
っ
て
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
化
し
た
事
例
が

南
ア
・
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
の
シ
リ
ル
デ
ィ

ン
地
区（
西
羅
町
唐
人
街
）に
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
商
城
開
発
や
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の

形
成
が
な
く
と
も
、
ウ
ガ
ン
ダ
や
ケ
ニ
ア

で
は
中
国
系
卸
売
商
や
中
国
製
品
を
中

心
に
し
た
問
屋
街
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

る
。例
え
ば
カ
ン
パ
ラ
で
言
え
ば
キ
ク
ブ
、

ナ
イ
ロ
ビ
で
言
え
ば
イ
シ
リ
ー
の
よ
う
な

地
区
で
あ
り
、
各
都
市
で
は
「
あ
の
エ
リ

ア
は
チ
ャ
イ
ナ
・
ビ
ジ
ネ
ス
地
区
」
と
の

認
識
が
広
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
都

市
部
商
業
開
発
の
一
方
で
、
よ
り
規
模
の

大
き
い
空
間
開
発
へ
の
取
り
組
み
も
注

目
さ
れ
て
い
る
。

⑵�

中
国
式
地
域
開
発「
経
済
貿
易
協
力
特
区
」

　

中
国
の
胡
錦
涛
主
席
は
二
〇
〇
六
年
一

一
月
の
中
国
ア
フ
リ
カ
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｃ
）
北
京
サ
ミ
ッ
ト
で
、
中

国
ア
フ
リ
カ
経
済
貿
易
協
力
特
区
（
中

ア
協
力
特
区
）
を
設
置
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。
特
区
は
深
圳
や
ア
モ
イ
の
経

済
特
区
開
発
の
考
え
方
を
用
い
て
、
基

盤
と
制
度
を
整
備
し
、
外
資
（
ア
フ
リ

カ
で
は
中
国
系
企
業
）
の
進
出
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
中
国
商
務
部

は
中
ア
協
力
特
区
を
含
め
て
世
界
中
に

五
〇
カ
所
程
度
の
特
区
を
設
置
す
る
こ

と
を
発
表
し
て
い
る
。
中
ア
協
力
特
区

の
開
発
に
、
商
務
部
は
二
五
〇
〇
万
ド
ル

の
無
償
資
金
協
力
、
二
・
五
億
ド
ル
の
有

償
協
力
を
実
施
し
、
同
時
に
輸
出
税
還

付
、
外
貨
優
遇
、
進
出
中
小
企
業
へ
特

例
優
遇
措
置
を
設
け
る
と
し
て
い
る
。

　

中
ア
協
力
特
区
は
ザ
ン
ビ
ア
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス

に
設
置
さ
れ
る
計
画
で
あ
り
、
鉱
物
資
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源
の
主
要
な
供
給
国
な
ど
に
設
置
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
特
区
対
象
国
が
中
国
の

ア
フ
リ
カ
開
発
戦
略
の
根
幹
を
成
す
も

の
と
の
見
方
も
あ
る
。

　

中
ア
協
力
特
区
の
狙
い
に
つ
い
て
、

中
国
商
務
部
の
元
商
務
副
大
臣
で
、
現

在
、
中
国
国
際
経
済
交
流
セ
ン
タ
ー
事

務
局
長
で
あ
る
魏
建
国
は
、
一
義
的
に
は

中
国
の
経
済
開
発
の
経
験
を
活
か
し
つ

つ
、
中
国
企
業
が
ア
フ
リ
カ
投
資
す
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

同
時
に
、
特
区
開
発
の
背
景
に
は
、
中

国
国
内
の
余
剰
生
産
設
備
の
問
題
が
あ

り
、
消
費
財
生
産
企
業
の
対
外
移
転
を

促
す
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
鉱
物
資

源
の
輸
入
に
起
因
す
る
対
ア
フ
リ
カ
貿

易
の
構
造
的
な
不
均
衡
状
態
を
改
善
す

る
た
め
に
、
対
ア
フ
リ
カ
貿
易
投
資
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て

い
る
。
さ
ら
に
欧
米
市
場
に
お
い
て
、
中

国
製
品
に
対
す
る
市
場
制
限
が
拡
大
し

て
い
る
状
況
か
ら
す
る
と
、
メ
ー
ド
イ
ン

チ
ャ
イ
ナ
で
は
な
く
、
メ
ー
ド
イ
ン
ア
フ

リ
カ
の
ラ
ベ
ル
で
欧
米
市
場
へ
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

特
区
の
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
中

ア
経
済
関
係
を
反
映
し
て
お
り
、
例
え

ば
鉱
業
セ
ン
タ
ー
特
区
は
ザ
ン
ビ
ア
の

銅
山
開
発
の
中
心
チ
ャ
ン
ビ
シ
に
お
か

れ
、
企
業
城
下
町
の
親
企
業
に
あ
た
る

銅
製
錬
所
に
二
・
五
億
ド
ル
を
投
資
、

六
万
人
の
雇
用
を
創
造
す
る
。
そ
こ
で

は
中
国
非
鉄
鉱
山
集
団
に
よ
っ
て
銅
線

製
造
な
ど
多
様
な
関
連
企
業
へ
の
投
資

が
計
画
さ
れ
る
。
環
イ
ン
ド
洋
貿
易
セ

ン
タ
ー
特
区
は
、
オ
フ
シ
ョ
ア
金
融
基
地

で
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
大
き
い
モ
ー

リ
シ
ャ
ス
に
お
か
れ
る
。
地
域
開
発
エ
リ

ア
は
漁
港
や
ダ
ム
、
道
路
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
開
発
を
含
む
。
東
ア
フ
リ
カ
流
通
セ

ン
タ
ー
特
区
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ダ
ル
エ
ス

サ
ラ
ー
ム
に
お
か
れ
、
タ
ン
ザ
ン
鉄
道

を
経
由
し
て
、
ザ
ン
ビ
ア
銅
山
地
帯
と

結
ん
だ
開
発
と
な
る
。
西
ア
フ
リ
カ
製

造
業
セ
ン
タ
ー
特
区
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

に
お
か
れ
る
。
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
製

造
輸
出
セ
ン
タ
ー
特
区
は
、
エ
ジ
プ
ト
・

ス
エ
ズ
運
河
地
区
に
お
か
れ
、
中
国
企

業
一
〇
〇
社
に
よ
る
総
計
二
五
億
ド
ル
の

投
資
を
見
込
ん
で
い
る
。
中
期
的
に
は

エ
ジ
プ
ト
の
最
大
の
貿
易
相
手
国
と
な

る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
ア
協
力
特
区
設
置
の

動
き
に
つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大

の
唐
晓
阳
は
中
国
の
経
済
特
区
「
深
圳

モ
デ
ル
」
の
ア
フ
リ
カ
導
入
は
困
難
で

あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
中
国
で
は
企
業
と
政
府
が
緊

密
に
連
携
し
て
、
基
盤
を
整
備
し
、
誘

致
政
策
を
た
て
継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
実
施
し
て
い
る
が
、
ア
フ
リ
カ
で
は

基
本
的
に
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
欠

如
し
て
お
り
、
政
府
が
担
う
べ
き
公
共

サ
ー
ビ
ス
も
基
盤
開
発
者
が
責
任
を
お

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
開
発
特
区
の
コ
ス

ト
を
長
期
的
リ
タ
ー
ン
で
回
収
し
よ
う

と
し
て
も
、
政
治
的
安
定
性
、
投
資
政

策
の
安
定
性
に
つ
い
て
ア
フ
リ
カ
で
は
不

安
が
解
消
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。ま
た
、

ア
フ
リ
カ
側
か
ら
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
疑

念
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
⑴
中
国
式
の

開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ア
フ
リ
カ
の
地
域

需
要
に
適
し
て
い
る
の
か
、
⑵
中
国
企

業
が
欧
米
に
輸
出
す
る
目
的
で
特
区
に

お
い
て
製
造
す
る
な
ら
ば
、
現
地
の
製

造
業
が
育
つ
の
か
、
⑶
低
価
格
商
品
に

よ
っ
て
現
地
企
業
が
影
響
を
受
け
る
、

⑷
中
国
へ
の
経
済
的
依
存
を
作
り
出
す
、

⑸
特
区
の
よ
う
な
飛
び
地
の
成
長
に
ど

れ
ほ
ど
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か

と
い
っ
た
輸
出
加
工
区
（
Ｅ
Ｐ
Ｚ
）
開
発

の
地
域
波
及
効
果
と
共
通
す
る
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑶�

構
想
と
幻
想
の
間
で
揺
れ
る
農
村
開

発
「
保
定
村
」

　

と
こ
ろ
で
中
国
政
府
や
企
業
が
、
ア

フ
リ
カ
の
農
地
を
大
規
模
に
買
収
し
開

発
を
進
め
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
る
な
か
、
保
定
村
方
式
に
よ
る

農
村
開
発
と
い
う
言
葉
が
中
ア
関
係
研

究
者
の
間
で
も
興
味
を
ひ
い
て
い
る
。
保

定
村
と
は
、
河
北
省
保
定
市
か
ら
ザ
ン

ビ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
が
、
契
約

終
了
後
も
現
地
で
農
業
開
発
に
従
事
し

て
成
功
し
た
後
、
保
定
市
出
身
の
ア
フ

リ
カ
農
業
開
発
移
民
が
増
加
し
た
こ
と

を
指
し
て
い
る
。
そ
の
後
農
業
移
民
も

増
加
し
て
ア
フ
リ
カ
各
国
に
「
保
定
村
」

を
形
成
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
が
実
話
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

現
在
、
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
保

定
村
逸
話
の
中
心
に
い
る
劉
建
軍
氏
（
前

河
北
省
保
定
市
外
貿
部
長
）
が
そ
の
情

報
源
で
あ
り
、
ま
た
劉
氏
が
気
宇
壮
大

な
農
村
開
発
構
想
を
ウ
ガ
ン
ダ
政
府
に

提
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ウ
ガ
ン
ダ
で
は
二
〇
〇
八
年
末
か
ら

〇
九
年
に
か
け
て
中
国
の
協
力
の
も
と

に
開
発
さ
れ
る
と
い
う
壮
大
な
農
村
型

特
区
開
発
構
想
の
ニ
ュ
ー
ス
で
賑
わ
っ

た
。
報
道
に
よ
る
と
、
ラ
カ
イ
県
周
辺

五
一
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
九
九
年
間

の
借
地
の
も
と
に
総
合
開
発
し
大
湖
地

域
自
由
貿
易
区
（
中
国
ウ
ガ
ン
ダ
自
由

貿
易
区
）
を
設
置
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
二
県
に
ま
た
が

る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
金
融
・

貿
易
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
農
業
、
鉱
工
業
、

居
住
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
を
形
成
し
、

ス
ポ
ー
ツ
娯
楽
、
カ
ジ
ノ
施
設
を
含
む

開
発
を
お
こ
な
い
一
〇
年
間
で
定
住
人
口

五
〇
万
の
自
由
貿
易
区
を
目
指
す
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
地
域
は
一
九
七
八
年
の
ウ
ガ
ン

ダ
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
戦
争
の
主
戦
場
で
、
そ

の
後
早
期
に
エ
イ
ズ
感
染
が
拡
大
し
、
エ

イ
ズ
遺
児
問
題
が
深
刻
化
し
た
地
域
で

も
あ
る
。
地
域
開
発
の
構
想
は
従
来
か

ら
ラ
カ
イ
県
に
あ
っ
た
が
い
ず
れ
も
実

現
化
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
他
国
の

特
区
が
中
国
商
務
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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と
し
て
進
展
し
て
い
る
こ
と
に
比
べ
て
、

ウ
ガ
ン
ダ
の
特
区
構
想
は
結
局
今
日
に

至
る
ま
で
実
質
的
な
進
捗
を
み
て
い
な

い
。
ウ
ガ
ン
ダ
側
の
開
発
受
入
れ
主
体

が
、
当
該
地
域
に
基
盤
を
お
く
宗
教
団

体
で
あ
り
、
宗
教
団
体
に
か
か
わ
る
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
ま
た
中
国
側
も
商
務
部
で
は
な

く
実
質
的
に
は
民
間
投
資
に
よ
る
民
―

民
主
導
の
「
特
区
」
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
と
、
実
現
可
能
性
を
疑
問

視
す
る
意
見
が
趨
勢
を
し
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。

三
．
ま
と
め
に
か
え
て

　

中
国
の
ア
フ
リ
カ
進
出
に
関
す
る
最

近
の
議
論
は
、
進
出
の
具
体
的
な
成
果

や
、
進
出
の
規
模
拡
大
の
状
況
、
そ
し

て
ア
フ
リ
カ
各
国
で
の
新
た
な
「
ス
ー

パ
ー
パ
ワ
ー
」
受
容
の
状
況
へ
と
展
開
し

て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
九
月
に
南
ア
フ
リ

カ
・
ダ
ー
バ
ン
に
お
い
て
ア
フ
リ
カ
都
市

計
画
会
議
が
開
催
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
に

お
け
る
都
市
開
発
の
あ
り
方
を
描
き
出

そ
う
と
す
る
場
に
世
界
中
の
都
市
研
究

者
や
都
市
計
画
家
が
集
ま
っ
た
。
な
か

で
も
注
目
を
集
め
た
の
は
上
海
同
済
大

学
都
市
計
画
学
院
王
駿
氏
ら
に
よ
る
ザ

ン
ビ
ア
・
ル
サ
カ
首
都
圏
に
お
け
る
巨

大
な
都
市
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
諸
国

に
お
い
て
は
、
南
ア
等
を
除
く
と
都
市

開
発
の
担
い
手
で
あ
る
不
動
産
業
界
が

脆
弱
で
、
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
建

設
投
資
系
の
銀
行
ビ
ジ
ネ
ス
も
未
成
熟

で
あ
り
、
大
規
模
都
市
開
発
自
体
が
新

し
い
分
野
で
あ
る
。
中
国
政
府
の
支
援

す
る
地
域
開
発
協
力
事
業
を
通
し
て
、

中
国
が
ア
フ
リ
カ
に
ど
の
よ
う
な
地
域

開
発
像
を
描
い
て
い
る
の
か
、
関
心
を
共

有
す
る
聴
衆
で
ア
フ
リ
カ
都
市
計
画
会

議
の
会
場
は
一
杯
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
中

国
政
府
や
企
業
が
ア
フ
リ
カ
の
都
市
地

域
開
発
に
取
り
組
み
、
援
助
と
投
資
を

組
み
合
わ
せ
た
空
間
計
画
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
点
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
あ
り
方
に
つ
い
て
、Brautigam

は
か
つ
て
日
本
企
業
の
東
南
ア
ジ
ア
投

資
に
あ
わ
せ
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
金
で
ア
ジ
ア

各
地
の
工
業
団
地
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

に
類
似
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

中
ア
特
区
は
設
置
後
、
二
〜
三
年
に

も
関
わ
ら
ず
、
例
え
ば
ザ
ン
ビ
ア
で
は
一

五
社
の
企
業
が
進
出
し
、
六
〇
〇
〇
人

の
雇
用
を
生
ん
だ
と
さ
れ
る
。
現
在
、

ア
フ
リ
カ
二
〇
カ
国
か
ら
、
中
国
側
へ
特

区
設
置
の
要
請
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と

さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
、
従
来
の
開

発
援
助
協
力
に
は
な
い
中
国
式
地
域
開

発
協
力
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

（
よ
し
だ　

え
い
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

ア
フ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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表　中国政府・省政府等によるアフリカ地域開発・都市計画協力

名称・立地 規模 投資額
（百万ドル） 開発担当 計画 産業分野

経
済
貿
易
特
区

ザンビア・チャンビシ経済貿易
協力特区（銅鉱山都市）

マスタープラン11.58km2

規制地区11.58km2 410 中国非鉄金属鉱業集団 中国開発区開発協会 銅、銅鉱山関連機器

ザンビア・ルサカ経済貿易協力
特区

マスタープラン5.7km2

規制地区5.7km2

ザンビア中国経済貿易協力
特区開発公社

中国開発特区協会、上海同済大
学建築都市計画学院

衣類、食品、家庭用品、たばこ、電
化品

ナイジェリア・オグン州広東貿
易協力特区 マスタープラン2.5km2 1期220

計500 広東新広国際集団 広東省都市農村計画設計研究院 建材、セラミクス産業、鉄製品、家
具、木工、医療機器、PC、電灯、

モーリシャス山西貿易協力特区 2.11km2 1期220
計720 山西天利実業集団 繊維、衣類、機械、ハイテク、貿易

投資サービス業、観光産業、金融業

エジプト・スエズ経済特区 5km2 スエズ国際協力公社
天津開発特区公社

エチオピア東部オロミア州工業
特区

マスタープラン5km2

規制地区5km2 101 江蘇永鋼集団 江蘇都市計画設計研究院 電気機器、鉄工、メタル、建材

都
市
開
発

アンゴラ・ルアンダ都市計画事
業 800km2 中国国際基金 上海同済大学建築都市計画学院

ナイジェリア・レッキ自由貿易
区　レッキ新都市開発地区

第1マスタープラン11km2

第2マスタープラン30km2 369 中国土木工程集団
国際投資開発

上海同済大学建築都市計画学
院、深圳大学建築都市計画学部

輸送機械、繊維、軽工業品、家庭用
品、電話製品

（出所）2�010年アフリカ都市計画会議（Planning Africa Congress, Durban）における同済大学王駿の報告およびBrautigam et al “China's Investment in African Special Economic Zones: 
Prospects, Challenges, and Opportunities”をもとに筆者作成。
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